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２９日間の夏休みを終え、今月２０日に２学期がスタートしました。子どもたちの元気な顔を見ること

ができ、ほっとしたところです。 

この夏休みの期間中は、近年の異常気象により、７月の猛暑から一転、８月に入り梅雨の時季のような

日が続いています。また、新型コロナウィルス感染症の拡大状況は災害級となり、山形県では８月２０日

から９月１２日まで「感染拡大防止 特別集中期間」として厳重警戒の具体策が打ち出されました。それ

に伴い、本校においても、変更を余儀なくされる教育活動も出てきております。子どもたちの動揺を最小

限に抑えるために、子どもたち、保護者の皆様に事情を丁寧に説明するとともに、子どもの率直な思いも

表出させ、心情を受け止めながら、今後の対応策を検討し進めているところです。 

 

２学期の始業式では、子どもたちに次のような話をしました。 

「この夏休みの期間中、新型コロナウィルス感染症が全国的にさらに広がり、山形県内でも感染する人が

増えてきました。心配な気持ちで毎日を過ごしていた人もいると思います。 

そんな中、７月２３日から１７日間、東京オリンピックが行われました。オリンピックをテレビで見て、

応援した人もたくさんいると思います。この東京オリンピックは、本当は去年の夏に行われる予定でした。

それが、新型コロナウィルスの影響で１年延期したために、この夏に行われました。皆さんは、オリンピ

ック選手が競技する姿を見て、どんなことを感じたでしょうか？ 

校長先生もいろんな種目の競技を見ましたが、どれも涙が出るような感動を覚えました。なぜこんなに

感動するのだろうと考えたときに、選手たちはコロナのためにオリンピックが開催できるかどうかもわか

らない中、時にはくじけそうになったり、心が折れそうになったりしながらも、オリンピックができるこ

とを信じて、一生懸命練習を続けたというその「苦しさ」と、最後まであきらめずにやりきったという「達

成感」が、見ている人に感動を与えたのだと思います。 

さらに、選手たちが語る「オリンピックを開催してくれた人達への感謝」「応援してくれた人達への感

謝」を、涙を流しながら自分の言葉で伝えている姿に、見ている人は感動したのだと思います。この度の

東京オリンピックを通して「人間の力」「人間の心」って、本当にすごいなと改めて感じました。 

 

このオリンピック選手の姿は、皆さんにも当てはまると思います。いつもであれば、当たり前のように

ふつうにできていた行事や活動が、できなくなるということがこれからもあるかもしれません。思い通り

にいかない。そんな中でもできることを見つけて、くじけずに、心折れずに、前向きに明るく精いっぱい

取り組む。支えてくれた周りの人達に「ありがとうございます」という感謝の気持ちを言葉で伝える。新

堀小学校の皆さんは、そういうことができる子どもたちです。皆さんからそんなたくましい行動が、この

２学期さらに広がっていくことを期待します。それはまさに「心の金メダル」であり、「理想に向かって

一歩一歩挑戦する『止善の心』だと思います。（以下略）」 
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夏休みチャレンジ作品展を開催 
夏休みチャレンジで子どもたちが取り組んだ作品

の展示「校内チャレンジ作品展」を、図工室を会場に

８月２４日から３１日まで開催しています。一人一人

が「自分のストーリー」を持ちながら、自由研究や工

作等に向かったことがよくわかりました。またご家庭

の皆様の温かい励ましやご支援の力も感じました。 

「やさい うく？うかない？」「重そうをつかった 

あわあわじっけん」「四つ葉のクローバーのさがし方」

「乾電池の数をふやすと電気自動車のはやさはどう

なるか」「水害の歴史」「夏休み２９日分の料理を作っ

てみた！」等々、長い休みでなければできないことに

挑戦した子どもたちに、「金メダル」です。 

この度は、残念ながら、新型コロナ対策のために、

ご家庭の皆様の参観は不可とさせていただきます。 

ご了承ください。 

 

 

 

 

体験を「価値ある学び」にするために 

２学期は新型コロナ対策を万全にしながら、校外で

の体験学習を進めていきます。修学旅行、自然教室、

校外学習等を予定しています。こうした貴重な体験を

とらえて、質の高い学びにしていくことが大事です。  

今年６月、６年生が高齢者疑似体験を行いました。 

これは市社会福祉協議会の協力を得て実施したもの

ですが、子どもたちの振り返りの作文を読むと、価値

ある学びになったことが伺えました。腕や足が重い、

目がよく見えない、手や指が思うように動かない等、

日常生活では体験できない高齢者の生活を疑似体験

することを通して、高齢者の立場に立ち、行動の大変

さを実感することによって、優しく寄り添って接して

いきたいとの思いを綴ることができました。深い学び

の実現です。 

手袋と特殊なゴーグルを 

身に付けて、豆をはしで                                   ＊当初、７日（火）に計画していました「自然教室」は、 

つかむ体験。こんなに大変                                 県が「感染拡大防止 特別集中期間」を発出したため、 

だとは…。                                           この日は実施できなくなりました。今後の県・酒田市の方

針を受けて検討、調整していきます。ご了承ください。 

1 水 学校安全の日 

2 木 委員会 

3 金 ６年最上川学習 ＥＥタイム 

4 土  

5 日  

6 月  

7 火  

8 水  

9 木 委員会 

10 金 
ＥＥタイム（１・２年） 

最上川学習予備日 

11 土  

12 日  

13 月  

14 火 ＥＥタイム  

15 水 校内授業研究会 

16 木 校内授業研究会 

17 金 会議日日程 

18 土  

19 日  

20 月 敬老の日 

21 火 期末短縮 

22 水  

23 木 秋分の日 

24 金 ＥＥタイム 誕生給食（９月生） 

25 土  

26 日  

27 月  

28 火 通信簿配付 

29 水 通信簿配付 全校朝会（校長講話） 

30 木 校内授業研究会 交通安全の日  

９月行事予定 


